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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3.4262 3.4211 -0.0051 3.2046 +0.2165

対円 JPY 31.84 32.19 +0.35 32.42 -0.23

対ユーロ BRL 3.6597 3.6370 -0.0227 3.5260 +0.1110

対ドル JPY 109.08 110.12 +1.0400 103.89 +6.2300

対ユーロ JPY 116.62 117.02 +0.40 114.27 +2.75

Index 60,759 59,770 -989 62,696 -2,926

bps 304.4 310.2 +5.8 270.1 +40.1

% 11.92 12.05 +0.13 11.36 +0.69

% 13.41 13.42 +0.00 13.16 +0.26

% 0.909 0.909 +0.000 0.878 +0.031

Index 182.3 182.4 +0.1 189.4 -7.0

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、ブラジル中銀による継続的なドル売り介入の効果から一時３．４０台を
割れて３．３８台後半までレアル高が進行する時間帯も見られたが、イエレンＦＲＢ議長が上下両院合同経済
委員会の公聴会において、「今後明らかになる経済指標がＦＯＭＣの目標に向けて前進を続けるさらなる証
拠を示せば、比較的早期に利上げが適切になる可能性が十分にある」との見解を示したことで引けにかけて
ドル買いレアル売りに転じ、３．４２台前半で取引を終えた。利上げのペースについては、「漸進的」なものに
なると改めて強調する一方、利上げを長く待ち過ぎるリスクについても指摘をした。なお、トランプ次期大統
領が実施すると想定される政策への言及はなかった。レアル相場は他の新興国通貨同様、ドル高が主導
する形でボラティリティが上昇しているが、マーケット参加者は今後のブラジル中銀の介入スタンスに注目を
している。現在実施している通貨スワップのロールオーバー分は期日が来月１２月１日のものであり、現在の
ペースで入札を続ければ１１月２２日に既存ポジションのロールオーバーが完了する。その時点で翌１月２日
期日のポジション・ロールオーバーに移行すれば、レアル高が促進されやすいというのが大勢の見方。

国際通貨基金（ＩＭＦ）は１５日、ブラジルについて、潜在成長率を高めるには、引き続き財政改革を押し進め
ることが重要である、とのレポートを公表している。


